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第１章 経営戦略の改定にあたって 

1-1 経営戦略の目的 

藤枝市の公共下水道事業は、公衆衛生の向上、環境の改善、公共用水域における水質保全

を目的に、昭和 40年からコミュニティプラントによる下水道処理を開始し、昭和 49年に 

策定した下水道計画により、昭和 51 年に事業に着手して以降、順次整備を進めてきました。 

 公共下水道は地方財政法上の公営企業とされており、本市においては効率的な事業運営

を実施するため令和２年４月から地方公営企業法の適用を受け経理を企業会計方式で行い、

公営企業として運営を行っています。 

本市の公共下水道事業を取り巻く経営環境は、人口減少や節水型社会の浸透による使用

料収入の減少、施設の老朽化に伴う更新費用の増加などにより、年々厳しさを増すことが予

想されます。 

このような中、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取り組むために、総務省から

公営企業の経営戦略の策定に取り組むことが求められ、令和２年度に「藤枝市下水道事業経

営戦略」を策定しました。また、この経営戦略については質を向上させるための取り組みと

して、人口減少や物価上昇等を反映した経営戦略の見直しを令和７（2025）年度までに実施

することが要請されています。 

 今回、経営環境の変化に対応するとともに徹底した効率化・経営の健全化に取り組み、今

後も市民に安全で快適な下水道サービスを持続的・安定的に提供していくために経営戦略

の改定を行うものです。 
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1-2 経営戦略の位置付け 

 本経営戦略は、次の図のとおり、国土交通省の「新下水道ビジョン（平成 26年７月）」の

理念や方向性を踏まえ、本市全体の行政運営の方向性を確保していく「第６次総合計画」を

はじめ本市の関連計画との整合を図りながら、藤枝市汚水処理整備計画（アクション    

プラン：H28）とも連携した内容としています。 

 さらに、今後、事業を持続的に運営していくためには、2015 年の国連サミットにおいて

持続可能な開発目標として採択されたＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） の視点

から取り組んでいくことが必要となります。これらの目標のうちの 1つとして「安全な水と

トイレを世界中に」普及し、維持管理することが示されており、本市においても、この視点

から社会、環境、経済のバランスを踏まえ推進していくことが重要となります。 

また、本計画は総務省の「「経営戦略」の改定推進について（令和４年１月）」の通知に基

づいて改定しています。 

 

 

 

 

 

            

           

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

1-3 計画期間 

 本経営戦略の計画期間は、令和３年度から令和 12 年度までの 10 年間とし、令和７年度

から令和 12 年度までの６年間について見直しを行います。 

 

第６次藤枝市総合計画（R3～R12） 

藤枝市新総合戦略 

（藤枝市デジタル田園都市総合戦略） 

藤枝市下水道事業経営戦略（R3～R12） 

藤枝市公共下水道事業計画（S40～R9） 

藤枝市汚水処理整備計画 （H28～R8） 

ストックマネジメント計画（R6～R10） 

国土交通省 

新下水道ビジョン 

ＳＤＧｓ の達成 

 

 

準拠 
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1-4 下水道事業の役割 

下水道は、汚水処理による生活環境の改善や、公共用水域の水質保全など多面的な機能を

有しており、下水道法第 1 条に定められている都市の健全な発達や公衆衛生の向上に寄与

する市民生活には欠かすことのできない都市基盤です。 

下水道の役割としては、汚水の排除、公共用水域の水質保全という大きな役割があります。 

 

(1)汚水の排除 

生活や事業活動に伴って生ずる排水を速やかに排除し、悪臭や害虫の発生防止、そし

て感染症の発生を予防するとともに、トイレの水洗化を通じて衛生的で快適な生活 

環境を確保します。 

 

(2)公共用水域の水質保全 

家庭の生活排水や事業所の排水などの汚水を下水道管渠で処理場に集め、適切に 

処理することにより、河川などの公共用水域の水質汚濁を防止し、豊かな自然環境を 

保全します。 

 

 

 

1-5 下水道事業の種類 

(1)公共下水道事業 

公共下水道事業は、国土交通省の所管の事業で、主として市街地における下水を排除し、

又は処理するために地方公共団体が管理する下水道です。関連した施設として汚水  

ポンプ場があります。 

 

(2)特定環境保全公共下水道事業 

公共下水道事業のうち特定環境保全公共下水道事業は、水質保全上特に必要な地区に

おいて施行されるものです。本市では、市街化調整区域の一部がこの地区になります。 

 

(3)農業集落排水事業 

農業集落排水事業は農林水産省所管の事業で、公共下水道区域外の農村部における 

し尿、生活雑排水等の汚水を処理するものです。本市には、現在４地区の農業集落排水 

処理施設があります。 
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公共下水道

39.7％

農業集落排水

1.1％

地域汚水

0.8％

合併浄化槽

34.4％

単独浄化槽

22.9％

汲取り

1.1％

公共下水道 農業集落排水 地域汚水 合併浄化槽 単独浄化槽 汲取り

第２章 本市の現況 

2-1 本市の現況 

 本市では、公共下水道と特定環境保全公共下水道を併せて処理する浄化センター、農業 

集落排水処理施設４か所、地域汚水処理施設５か所を合せた全 10 カ所の処理施設を管理 

運営しています。これらに加え、合併処理浄化槽を含んだ汚水衛生処理率は令和６年３月末

現在で 76.0％となっています。 

（汚水衛生処理率は単独浄化槽・汲み取りを除く） 

 

2-2 汚水処理別割合 

【人口：140,365 人】                       （令和６年３月末） 

 公共下水道 
農業集落 
排水 

地域汚水 合併浄化槽 単独浄化槽 汲取り 

人 口 55,716 1,520 1,202 48,319 32,114 1,494 

戸数・基数 25,054 戸 606 戸 491 戸 11,546 基 11,575 基 1,073 基 

割 合 39.7％ 1.1％ 0.8％ 34.4％ 22.9％ 1.1％ 

※公共下水道の人口は公共下水道及び特定環境保全区域の中で水洗便所を設置した人口となり

ます。 
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2-3 下水道普及率の推移 

 普及率は、藤枝市民のうち、下水道事業（農業集落排水事業を除く）が普及している市民

の割合を示しています。本市の普及率は令和５年度時点で 43.9％に達しています。また、

処理区域内の人口に対する水洗便所設置済人口を示す本市の水洗化率は 90.5％となります。 

下水道法により処理区域内では、既設の汲み取り式便所や浄化槽を水洗便所へ改造する

ことが義務付けられているため、水洗化を促進する必要があります。（下水道法 10 条） 

 

        処理区域内人口        61,591 

    行政人口          140,365 

 

        水洗便所設置人口       55,716 

   処理区域内人口       61,591 

 

年 度 S55 年度 S60 年度 H1 年度 H5 年度 H29 年度 H30 年度 R5 年度 

全 国 30.0％ 36.0％ 42.0％ 49.0％ 78.8％ 79.3％ 81.4％ 

静岡県 13.9％ 18.0％ 22.4％ 30.0％ 63.1％ 63.5％ 66.0％ 

藤枝市 4.3％ 12.2％ 25.6％ 30.2％ 43.1％ 43.3％ 43.9％ 

行政人口 

（人） 
105,505 113,614 120,322 125,184 145,789 144,941 140,365 

処理区域

人口（人） 
  4,499  13,883  30,749  37,795  62,865  62,746  61,591 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

×100＝ 普及率 ＝ ×100＝ 43.9％ 

×100＝ 水洗化率＝ ×100＝ 90.5％ 
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2-4 公共下水道事業計画 

項     目 全 体 計 画 都市計画決定 下水道事業計画 

決定日・認可日 
令和 3年 3月 平成 21 年 3 月 31 日 令和 5年 3月 24 日 

（平成 30 年 3 月） (平成 9 年 7 月 8 日) (令和 3 年 3 月 26 日) 

計画処理区域面積 
2,435ha 1,684ha 1,239ha 

（2,435ha） (1,676ha) (1,239ha) 

計 画 処 理 人 口 
86,200 人 75,440 人 59,220 人 

（86,200 人） (102,000 人) (59,940 人) 

計画処理汚水量 
48,353 ㎥/日 

－ 
30,461 ㎥/日 

(47,491 ㎥/日) (30,811 ㎥/日) 

主たる変更内容 
将来人口フレーム及び 

汚水量原単位の見直し 

緑の丘地区及び水守地

区の一部を編入 

汚泥脱水機能力の変更及

び汚泥乾燥施設の追加 

主要な管渠延長 

（※1） 
－ － 

34,740ｍ 

(34,740ｍ) 

事 業 施 行 期 間 

昭和 40 年 9 月 1 日 

－ 

昭和 40 年 9 月 1 日 

～ ～ 

令和 26 年 3 月 31 日 令和 12 年 3 月 31 日 

（平成 35 年 3 月 31 日） (令和 10 年 3 月 31 日) 

処  理  方  法   標準活性汚泥法（※2） 

排  除  方  式 分  流  式 

※下段の(  )は変更前 

※1の主要な管渠とは：下水排除面積が 19ha 以上の管渠 

※2の標準活性汚泥法とは：好気性生物の働き(空気を吹き込み有機物を分解)で汚れた水を

きれいにする方法 
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2-5 使用料 

本市における公共下水道（特定環境保全公共下水道を含む）及び農業集落排水の使用料金

体系は、基本料金と超過料金で構成されています。基本料金については。使用料が 10 ㎥ま

では定額とし、11 ㎥からの超過料金については、使用量が多くなるほど１㎥あたりの料金

が高くなる累進方式を採用しています。この方式は小口使用者への配慮を目的としており、

多くの公共下水道事業で採用されています。 

 

      使 用 料 金 表（１か月あたり、消費税 10％を含む） 

基本料金（10 ㎥まで） 超過料金（排出量１㎥につき） 

1,100 円 

10 ㎥を超え 30 ㎥まで 121 円 

30 ㎥を超え 50 ㎥まで 132 円 

50 ㎥を超え 100 ㎥まで 154 円 

100 ㎥を超え 500 ㎥まで 165 円 

500 ㎥を超える分 176 円 

 

2-6 執行体制 

本市の令和６年４月現在の組織図及び事務分掌は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道課長 

１人 

計画統括担当 １人 

管 理 係  １人 

下水道課付  ４人 

排水設備係  ３人 

工 務 係  ３人 

施 設 係  ３人 

環境水道部 

下水道課 

環境水道部長 

１人 
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※下水道課付職員は、管理係・計画統括担当の業務を担当しています。 

係 名 主な業務内容 

管 理 係 

1.下水道事業受益者負担金及び下水道使用料に関すること 

2.農業集落排水事業受益者分担金、加入分担金及び施設使用料に関すること 

3.水洗便所等改造資金融資あっ旋に関すること 

4.下水道事業の公示に関すること 

5.下水道事業及び農業集落排水事業の起債に関すること 

6.課内の庶務及び予算に関すること 

計画統括担当 

1.下水道施設の地震対策（BCP 計画）に関すること 

2.一般廃棄物（し尿・浄化槽汚泥）に関すること 

3.下水道事業全体の計画に関すること 

4.志太広域事務組合との連絡調整に関すること  

5.合併処理浄化槽の普及促進に関すること 

6.地域汚水処理施設使用料に関すること 

7.し尿汲取り手数料に関すること 

8.一般廃棄物（し尿・浄化槽汚泥）に関すること 

排水設備係 

1.公共下水道及び特環公共下水道の維持管理及び普及促進に関すること 

2.農業集落排水への接続促進に関すること 

3.排水設備の設置（確認審査・指導・検査）に関すること 

4.排水設備指定工事店及び責任技術者に関すること 

工 務 係 

1.公共下水道事業（管渠施設等）の計画、設計及び建設に関すること 

2.公共下水道施設（管渠施設等）の維持管理に関すること 

3.公共下水道施設（管渠施設等）の改築・更新に関すること 

4.公共下水道事業台帳の整備及び保管に関すること 

5.農業集落排水事業（管渠施設等）の計画、設計及び建設に関すること 

6.農業集落排水処理施設（管渠施設等）の維持管理に関すること 

7.農業集落排水事業台帳の整備及び保管に関すること 

8.下水道施設（管渠施設等）の長寿命化及び耐震化に関すること 

施 設 係 

1.公共下水道事業（処理施設等）の計画、設計及び建設に関すること 

2.公共下水道施設（処理施設等）の建設及び維持管理に関すること 

3.農業集落排水事業（処理施設等）の計画、設計及び建設に関すること 

4.農業集落排水処理施設（処理施設等）の維持管理に関すること 

5.下水道施設（処理施設等）の長寿命化及び耐震化に関すること 

6.地域汚水処理施設に関すること 
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2-7 下水道法事業認可の経緯  

認 可 日 計画区域 計画人口 計画処理汚水量 認 可 内 容 

S40 年 8 月 18 日 33.0ha 5,200 人 － 藤岡処理区 

S46 年 2 月 19 日 10.0ha 1,600 人 － 新南新屋処理区 

S51 年 1 月 17 日 393.0ha 36,800 人 24,860 ㎥/日 
岡出山処理分区 

前島処理分区 

S55 年 3 月 13 日 511.0ha 46,800 人 32,160 ㎥/日 
ルート変更 

駿河台処理分区 

S57 年 8 月 6 日 511.0ha 46,800 人 32,160 ㎥/日 ルート変更 

S58 年 12 月 8 日 511.0ha 46,800 人 32,160 ㎥/日 ルート変更 

S61 年 10 月 8 日 821.0ha 52,300 人 35,600 ㎥/日 
ルート変更 

駅南区画整理他 

H 元年 3 月 29 日 821.0ha 52,300 人 35,600 ㎥/日 ルート変更 

H 4 年 3 月 11 日 1,015.0ha 64,600 人 46,670 ㎥/日 
ルート変更 

水守・下薮田他 

H 9 年 11 月 6 日 1,195.0ha 65,800 人 44,700 ㎥/日 
水守・鬼島 

特定環境保全追加 

H16 年 4 月 6 日 1,195.0ha 72,100 人 50,100 ㎥/日 認可年次延伸 

H22 年 12 月 28 日 1,244.3ha 57,140 人 34,400 ㎥/日 
総合運動公園 

緑の丘 

H27 年 3 月 27 日 1,277.1ha 59,310 人 35,600 ㎥/日 計画区域変更 

H30 年 3 月 30 日 1,231.6ha 59,530 人 30,100 ㎥/日 計画区域変更 

R 3 年 3 月 26 日 1,239.4ha 59,940 人 30,811 ㎥/日 計画区域変更 

R 5 年 3 月 24 日 1,239.4ha 59,220 人 30,461 ㎥/日 
汚泥脱水機能力変更 

汚泥乾燥施設の追加 

※本格的な下水道計画を昭和 51 年１月 17 日に藤枝処理区として開始しました。 

※藤岡処理区及び新南新屋処理区は両区とも下水道法事業認可を受け処理を開始し、 

 それぞれ昭和 60 年 10 月、昭和 62 年 3月に藤枝処理区に統合しました。 
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公共下水道事業及び特定環境保全公共下水道事業の整備状況 
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2-8 農業集落排水事業 

農業集落排水事業は、農業集落における汚水を処理する事業です。本市の農業集落排水処

理施設は４か所あり、現在はすべての整備が完了しています。 

 

 事業概要 

項 目 村良地区 蔵田地区 市之瀬地区 葉梨西北地区 

事業採択年 昭和 61 年 平成５年 平成８年 平成 12 年 

計画処理人口 840 人 220 人 400 人 1,700 人 

計画戸数 190 戸 51 戸 90 戸 389 戸 

①接続戸数 ※ 194 戸 49 戸 82 戸 303 戸 

②取付管 

設置戸数 
202 戸 49 戸 90 戸 401 戸 

接続率 ①÷② 96.0％ 100.0％ 91.1％ 75.6％ 

使用戸数 ※ 182 戸 45 戸 77 戸 286 戸 

計画処理汚水量 227 ㎥/日 59 ㎥/日 108 ㎥/日 459 ㎥/日 

管渠延長 4,580ｍ 1,335ｍ 3,446ｍ 15,506ｍ 

供用開始年月 平成３年 10 月 平成８年８月 平成 14 年８月 平成 21 年８月 

事業費 637 百万円 390 百万円 576 百万円 2,227 百万円 

事業計画区域 

面積 
32.0ha 5.1ha 10.7ha 39.0ha 

※接続戸数及び使用戸数は令和６年３月末の数値となります。 
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       （２）　農業集落排水処理施設の位置図

蔵田地区

市之瀬地区

葉梨西北地区

村良地区

【供用開始年月日】
村良地区 平成 ３年１０月 １日
蔵田地区 平成 ８年 ８月 １日
市之瀬地区 平成１４年 ８月 １日
葉梨西北地区 平成２１年 ８月 １日

 

農業集落排水処理施設の位置図 
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第３章 経営分析  

3-1 下水道事業全体の経営分析 

本市の下水道事業経営について、①施設面、②財務面の２つの観点から分析を行い、経営

課題を整理します。分析にあたっては、総務省が公表している経営指標の概要及び経営指標

算出元データを基に類似団体の平均値を用います。 

なお、本市は令和２年度に公営企業会計へと移行しているため、令和元年度までは類似団

体の平均値のみを参考値として掲載し、令和２年度から比較分析を行います。 

 

①施設面の現状分析 
 下水道事業は、人口密度に影響を受ける事業です。本市の公共下水道事業は、類似団体

と比較して人口密度がやや低く、特定環境保全公共下水道事業や農業集落排水事業の人

口密度は平均を上回っています。今後、可能な限り施設・管渠の効率的利用を進めていく

ことが求められています。 

 また、施設・管渠の老朽化が進んでいくことが見込まれるため、ストックマネジメント

計画の策定等を踏まえて、市域全域での施設・管渠の最適化や老朽化対策を実施する必要

があります。 

 

②財政面の現状分析 

公共下水道事業の整備状況は、全体計画に対し整備率 42％程度の整備段階です。昭和

40年から管渠整備開始、昭和60年より施設供用開始しているため、施設の老朽化が進み、 

更新・改築を含めた維持管理が必要となります。維持管理に係る多額の費用に対し、人口

減少、節水機器の普及に伴い使用料収入は減少傾向にあり、経営環境は厳しくなることが 

予測されます。また、企業債の償還計画を踏まえながら経営改善に努めていく必要があり

ます。 

特定環境保全公共下水道事業については、全体計画に対し整備率 10％程度と整備段階

です。未普及及び整備に伴う有収水量の増加は見込めますが、過度な事業拡大は次世代へ

の過剰な負担増となるため、事業の全体計画の見直しなど将来を見据えた計画が必要と 

なります。 

農業集落排水事業は全４施設の施設整備が平成 21年度に完了しました。最も古い施設

については、供用開始後 34 年が経過していることから、今後は施設老朽化に伴う改築・

更新を含めた維持管理を検討する必要があります。 

以上のとおり、財政面では、使用料収入の減少、老朽化対策のための財源確保という２

つの大きな問題があります。これらの問題に対し、全体計画の見直しを含む支出の抑制と、

収入減少を抑制するための接続推進による水洗化率の向上が最重要課題となっています。 
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3-2 経営比較分析表を活用した現状分析 

経営の健全性・効率性の指標 

経常収支比率（％） 

〔算出式：経常収益／経常費用×100〕 

使用料収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をど

の程度賄えているかの指標です。 

単年度の収支が黒字であることを示す 100％以上となっていることが必要です。100％

未満の場合、単年度収支が赤字であることを示しているため、経営改善に向けた取り組

みが必要です。 

 

累積欠損金比率（％） 

〔算出式：当年度未処理欠損金／営業収益－受託工事収益×100〕 

営業収益に対する累積欠損金の状況を表す指標です。累積欠損金が発生していないこ

とを示す０％であることが求められます。 

累積欠損金を有している場合は、経年の状況も踏まえながら、０％となるよう経営改

善に向けた取り組みが必要です。 

 

経費回収率（％） 

〔算出式：下水道使用料／汚水処理費（公費負担分を除く）×100〕 

使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表す指標であり、使用

料水準を評価することができます。 

使用料で回収すべき経費をすべて使用料で賄えている状況を示す 100％以上であるこ

とが必要です。100％未満の場合、汚水処理に係る費用が使用料収入以外により賄われて

いることを意味するため、適正な使用料収入の確保及び汚水処理費の削減が必要です。 

 

汚水処理原価（円） 

〔算出式：汚水処理費（公費負担分を除く）／年間有収水量×100〕 

有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用であり、汚水処理に係るコストを表す指

標です。 

経年比較や類似団体との比較等により、自団体の置かれている状況を把握・分析し、

適切な数値となっているか検証が求められます。 
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水洗化率（％） 

〔算出式：水洗便所設置済人口／処理区域内人口×100〕 

現在の処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の割

合を表す指標です。 

公共用水域の水質保全や、使用料収入の観点から 100％となっていることが望ましい

です。100％未満である場合には、汚水処理が適切に行われておらず、区域内の水質保全

に問題が生じる可能性があることや、使用料収入の増加を図るため、水洗化率向上の取

り組みが必要です。 

 

施設利用率（％） 

〔算出式：晴天時一日平均処理水量／晴天時現在処理能力×100〕 

施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する、一日平均処理量の割合であり、施

設の利用状況や適正規模を判断する指標です。 

明確な数値基準は無いと考えられますが、経年比較や類似団体との比較等により、自

団体の置かれている状況を把握し、現状分析や、将来の汚水処理人口の減少などを踏ま

えた検証が求められます。 

 

老朽化の状況の指標 

管渠老朽化率（％） 

〔算出式：法定耐用年数を経過した管渠延長／下水道管敷設延長×100〕 

法定耐用年数を超えた管渠延長の割合を表した指標で、管渠の老朽化度合を示してい

ます。 

明確な数値基準は無いと考えられますが、経年比較や類似団体との比較等により自団

体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値となっているか、検証が求められま

す。数値が高い場合には法定耐用年数を経過した管渠を多く保有しており、管渠の改修

等の必要性を推測することができます。 

 

管渠改善率（％） 

〔算出式：改善（更新・改善・修繕）管渠延長／下水道管敷設延長×100〕 

当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠の更新ペース状況を把握で

きます。 

明確な数値基準は無いと考えられますが、数値が低い場合、管路を更新する期間が長

くなることになります。 
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 (1) 公共下水道事業 

①施設 

公共下水道事業は、主として市街地における下水道事業で、藤枝市浄化センターを終末

処理場とする本市におけるもっとも規模の大きな事業です。 

供用開始年度 
（供用開始後年数） 

昭和４０年度 
（６０年） 

法適・非適の区分 法適（全部適用） 

処理区域内人口密度 ５７.９人／ha 
流域下水道への 
接続の有無 

無し 

経営比較分析表における 
類似団体区分 

Ｂｃ１ 
処理区域内人口３万人以上かつ、 
処理区域内人口密度５０人／ha 以上かつ、 
供用開始後３０年以上経過 

処理区域 １処理区（藤枝処理区） 

処理場数 １か所（藤枝市浄化センター） 

ポンプ場数 ５か所（志太第一、志太第二、志太第三、藤岡、五十海） 

広域化・共同化・最適化 
実施状況 

・平成９年１１月６日 
藤枝市浄化センターに特定環境保全公共下水道を接続 

 

②使用料 

公共下水道使用料は平成 20 年４月１日より基本使用料及び従量使用料が引き上げられ、

その後消費税率の改正を経て現在の料金体系になりました。 

一般家庭用使用料体系 

の概要・考え方 

区分 汚水排出量 使用料（税込） 

基本使用料 １０㎥まで １，１００円 

従量使用料 

（１㎥につき） 

１０㎥を超え３０㎥まで １２１円 

３０㎥を超え５０㎥まで １３２円 

５０㎥を超え１００㎥まで １５４円 

１００㎥を超え５００㎥まで １６５円 

５００㎥を超える １７６円 
 

業務用使用料体系の 

概要・考え方 
一般家庭用使用料体系と同じ 

その他の使用料体系の 

概要・考え方 
一般家庭用使用料体系と同じ 

条例上の使用料 

（２０㎥あたり） 

令和３年度  ２，３１０円 

実質的な使用料※ 

（２０㎥あたり） 

令和３年度  ２，３７２円 

令和４年度  ２，３１０円 令和４年度  ２，３７７円 

令和５年度  ２，３１０円 令和５年度  ２，３８５円 

※使用料収入／年間有収水量 
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H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 107.9 100.8 99.0

類似団体 108.0 106.7 105.7 106.7 107.0

0.0
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経常収支比率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 78.8 79.1 76.6

類似団体 93.8 90.9 91.1 90.6 90.5
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経費回収率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 150.0 150.0 155.1

類似団体 140.4 142.9 136.9 138.3 138.6
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汚水処理原価（円）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 64.9 65.9 64.6

類似団体 60.8 62.7 64.4 63.6 63.1
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施設利用率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 91.3 91.0 90.5

類似団体 94.5 93.8 94.2 94.2 94.4
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水洗化率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.0 0.0 0.0

類似団体 1.0 1.4 3.7 5.3 6.5
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③経営の健全性・効率性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－   － －   － 

－   － －   － 

－   － －   － 



 

18 

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.09 0.14 0.08

類似団体 0.16 0.11 0.08 0.25 0.14
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管渠改善率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.00 0.00 0.00

類似団体 0.18 0.83 1.51 2.02 2.67

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

管渠老朽化率（％）

藤枝市 類似団体

④老朽化の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤分析 

経営の健全性・効率性について 

経常収支比率について、令和４年度のみ 100％を下回ったものの、表外である令和５

年度決算では 100％を超えています。ただし、一般会計からの基準外繰入金により補填

している状況が続いているため、経営の改善が必要です。 

経費回収率は、使用料収入で維持管理費を賄うことができず 100％を下回っているた

め、使用料の見直しによる適正な使用料収入を確保する必要があります。汚水処理原価

については維持管理費と比較して有収水量が低く、類似団体の平均値を上回っているた

め、支出の見直しが必要です。また、類似団体の平均を下回っている水洗化率を向上さ

せることで有収水量が増加し、経費回収率、汚水処理原価ともに改善が見込めるため、

下水道への接続推進が重要となります。 

老朽化の状況について 

本格的な供用となる昭和 60 年の藤枝市浄化センターの供用開始から数えても 40 年

が経過しており、管渠老朽化率は０％となっているものの、処理場施設等は耐用年数を

経過した資産が多く存在します。更新工事には多額の費用が必要となるため、ストック

マネジメント計画により耐用年数の見直しによるコストの低減や更新事業費の平準化

を図ることで、効率的な維持修繕・更新を計画的に進めます。 

全体総括 

財源不足分を一般会計繰入金によって補填している状況が続いています。今後につい

ては人口減少等により使用料収入の大幅な増加は見込めない状況であり、さらに厳しい

経営環境となることが予想されます。 

このため、支出の抑制と水洗化率の向上及び経費に見合う適正な使用料体系の検討に

取り組む必要があります。 

－   － －   － 
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(2) 特定環境保全公共下水道事業 

①施設 

特定環境保全公共下水道事業は、公共下水道のうち市街化区域以外の地区に設置され

るものをいいます。本市の特定環境保全公共下水道は独自の処理場を持たず、公共下水道

の終末処理場である藤枝市浄化センターに接続し処理を行っています。 

供用開始年度 
（供用開始後年数） 

平成９年度 
（２８年） 

法適・非適の区分 法適（全部適用） 

処理区域内人口密度 ２４.２人／ha 
流域下水道への 
接続の有無 

無し 

経営比較分析表における 
類似団体区分 

Ｄ２ 
[特定環境下水道区分] 
供用開始後１５年以上経過 

処理区域 １処理区（田中地区） 

処理場数 １か所（藤枝市浄化センター） 

広域化・共同化・最適化 
実施状況 

・供用開始時より、公共下水道処理施設である藤枝市浄化セン
ターへ接続している 

 

②使用料 

特定環境保全公共下水道の使用料は公共下水道と同一の使用料体系となります。平成

20 年４月１日より基本使用料及び従量使用料が引き上げられ、その後消費税率の改正を

経て現在の料金体系になりました。 

一般家庭用使用料体系 

の概要・考え方 

区分 汚水排出量 使用料（税込） 

基本使用料 １０㎥まで １，１００円 

従量使用料 

（１㎥につき） 

１０㎥を超え３０㎥まで １２１円 

３０㎥を超え５０㎥まで １３２円 

５０㎥を超え１００㎥まで １５４円 

１００㎥を超え５００㎥まで １６５円 

５００㎥を超える １７６円 
 

業務用使用料体系の 

概要・考え方 
一般家庭用使用料体系と同じ 

その他の使用料体系の 

概要・考え方 
一般家庭用使用料体系と同じ 

条例上の使用料 

（２０㎥あたり） 

令和３年度  ２，３１０円 

実質的な使用料※ 

（２０㎥あたり） 

令和３年度  ２，３７２円 

令和４年度  ２，３１０円 令和４年度  ２，３７７円 

令和５年度  ２，３１０円 令和５年度  ２，３８５円 

※使用料収入／年間有収水量 
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H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 105.3 104.9 105.3

類似団体 102.4 102.6 105.5 106.4 106.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

経常収支比率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 78.8 79.1 79.2

類似団体 83.1 80.4 80.5 80.5 77.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

経費回収率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 150.0 150.0 150.0

類似団体 204.0 205.7 202.8 203.7 211.4

0

50

100

150

200

250

汚水処理原価（円）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 1.5 1.5 1.6

類似団体 43.5 55.5 50.3 51.4 50.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

施設利用率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 66.1 66.9 66.9

類似団体 85.6 85.8 84.7 84.7 84.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

水洗化率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.0 0.0 0.0

類似団体 112.8 95.0 64.4 70.3 72.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

累積欠損金比率（％）

藤枝市 類似団体

③経営の健全性・効率性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－   － －   － 

－   － －   － 

－   － －   － 
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H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.00 0.00 0.00

類似団体 0.13 0.12 0.50 0.12 0.09

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

管渠改善率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.00 0.00 0.00

類似団体 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

管渠老朽化率（％）

藤枝市 類似団体

④老朽化の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤分析 

経営の健全性・効率性について 

経常収支比率については 100％を超えていますが、一般会計からの基準外繰入金によ

り補填している状況が続いているため、経営の改善が必要です。 

経費回収率は、使用料収入で維持管理費を賄うことができず100％を下回っています。

このため、適正な使用料体系とすることが必要となります。汚水処理原価については、

公共下水道と処理場を共有していることから類似団体の平均値を大幅に下回っていま

す。また、施設利用率の低さもこのことに由来します。 

水洗化率については類似団体の平均値を大きく下回っており、経営状況の改善に向け

て下水道への接続推進を進めていきます。 

老朽化の状況について 

供用開始から 28 年が経過していますが、市内では比較的新しい管渠のため、管渠老

朽化率、管渠改善率ともに０％となっています。今後は耐用年数を経過した資産につい

て、順次更新を進めていく必要があります。 

全体総括 

財源不足分を一般会計繰入金によって補填している状況が続いています。特定環境保

全公共下水道区域は人口密度が低く、また人口減少等により使用料収入の大幅な増加は

見込めない状況であり、さらに厳しい経営環境となることが予想されます。 

このため、水洗化率の向上及び経費に見合う適正な使用料体系となるよう、公共下水

道事業と一体となって取り組む必要があります。 

  

－   － －   － 



 

22 

(3) 農業集落排水事業 

 ①処理施設 

農業集落排水事業は、農業集落における汚水を処理する事業です。村良、蔵田、市之瀬、

葉梨西北の４地区にそれぞれ処理場があり、現在は整備が完了しています。 

供用開始年度 
（供用開始後年数） 

平成３年度 
（３４年） 

法適・非適の区分 法適（全部適用） 

処理区域内人口密度 ２１.５人／ha 
流域下水道への 
接続の有無 

無し 

経営比較分析表における 
類似団体区分 

Ｆ１ 
[農業集落排水施設区分] 
供用開始後３０年以上経過 

処理区域 ４処理区（村良、蔵田、市之瀬、葉梨西北） 

処理場数 ４か所（村良、蔵田、市之瀬、葉梨西北） 

広域化・共同化・最適化 
実施状況 

無し 

 

②使用料 

当初は独自の使用料体系でしたが、市町村合併後の平成 23年４月１日から公共下水道

使用料と同じ料金体系に移行、消費税率の改正を経て現在の使用料体系になりました。 

一般家庭用使用料体系 

の概要・考え方 

区分 汚水排出量 使用料（税込） 

基本使用料 １０㎥まで １，１００円 

従量使用料 

（１㎥につき） 

１０㎥を超え３０㎥まで １２１円 

３０㎥を超え５０㎥まで １３２円 

５０㎥を超え１００㎥まで １５４円 

１００㎥を超え５００㎥まで １６５円 

５００㎥を超える １７６円 
 

業務用使用料体系の 

概要・考え方 
一般家庭用使用料体系と同じ 

その他の使用料体系の 

概要・考え方 
一般家庭用使用料体系と同じ 

条例上の使用料 

（２０㎥あたり） 

令和３年度  ２，３１０円 

実質的な使用料※ 

（２０㎥あたり） 

令和３年度  ２，２５４円 

令和４年度  ２，３１０円 令和４年度  ２，２６５円 

令和５年度  ２，３１０円 令和５年度  ２，２８０円 

  ※使用料収入／年間有収水量 
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H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 111.1 102.9 104.4

類似団体 101.7 101.8 102.4 102.4 102.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

経常収支比率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 52.6 38.3 55.8

類似団体 75.2 71.7 71.9 70.6 65.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

経費回収率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 214.6 294.4 203.1

類似団体 208.4 219.7 212.8 218.3 235.1

0

50

100

150

200

250

300

汚水処理原価（円）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 53.7 56.3 50.4

類似団体 53.5 53.4 54.3 53.8 52.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

施設利用率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 86.4 86.6 87.3

類似団体 91.0 90.3 89.9 89.6 89.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

水洗化率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.0 0.0 0.0

類似団体 137.1 128.0 101.2 124.9 124.8

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0

100.0
120.0
140.0

累積欠損金比率（％）

藤枝市 類似団体

③経営の健全性・効率性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－   － －   － 

－   － －   － 

－   － －   － 
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H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.00 0.00 0.00

類似団体 0.04 0.02 0.02 0.01 0.01

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

管渠改善率（％）

藤枝市 類似団体

H30 R1 R2 R3 R4

藤枝市 0.00 0.00 0.00

類似団体 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

(0.05)

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

管渠老朽化率（％）

藤枝市 類似団体

④老朽化の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤分析 

経営の健全性・効率性について 

経常収支比率については 100％を超えていますが、一般会計からの基準外繰入金によ

り補填している状況が続いているため、経営の改善が必要です。 

経費回収率は、使用料収入で維持管理費を賄うことができず100％を下回っています。

また、類似団体の平均値を大きく下回っているため、支出の見直しおよび適正な使用料

体系とすることが必要となります。 

水洗化率については類似団体の平均値を下回っており、経営状況の改善に向けて下水

道への接続推進を進めていきます。 

老朽化の状況について 

最も整備の早い施設で供用開始から 34 年が経過していますが、市内では比較的新し

い管渠のため、管渠老朽化率、管渠改善率ともに０％となっています。今後は耐用年数

を経過した資産について、順次更新を進めていく必要があります。 

全体総括 

財源不足分を一般会計繰入金によって補填している状況が続いています。農業集落排

水区域は人口密度が低く、また人口減少等により使用料収入の大幅な増加は見込めない

状況であり、さらに厳しい経営環境となることが予想されます。 

このため、水洗化率の向上及び経費に見合う適正な使用料体系となるよう取り組む必

要があります。 

  

－   － －   － 
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R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

行政区域内人口の推移見込

実績

令和16年

128,110人

令和5年

140,365人

（人） 

  

3-3 将来の事業環境 

(1)行政区域内人口の予測 

本市では令和６年２月に「藤枝市新総合戦略（藤枝市デジタル田園都市総合戦略）」を

策定し、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）と２つの将来人口推計を示しています。 

本経営戦略の目的である、経営の健全化の達成のため、より低位の推計である社人研の

将来人口推計を採用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社人研の将来推計人口より 
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

処理区域内人口等の推移見込（公共下水道）

処理区域内人口 水洗化人口 水洗化率

（人）

農業集落排水処理施設（市之瀬処理場） 

(2)処理区域内人口・水洗化人口の予測 

公共下水道事業は、今後も汚水管渠整備事業を予定していることから、新規供用開始に伴

う処理区域内人口の増加を見込んでいます。また、水洗化率は令和４年度末時点で 90.5％

と、類似団体の 94.4％と比べて低位にありますが、今後は下水道接続の推進により、令和

16 年度には 91％を超えるものと見込んでいます。 

ただし、予測している行政区域内人口の減少が、水洗化率の向上による水洗化人口の増加

を上回ると想定しているため、水洗化率は上昇していくものの、水洗化人口は減少していく

と予測します。 
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

処理区域内人口等の推移見込（特定環境保全公共下水道）

処理区域内人口 水洗化人口 水洗化率

（人）

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

処理区域内人口等の推移見込（農業集落排水）

処理区域内人口 水洗化人口 水洗化率

（人）

特定環境保全公共下水道事業は、令和６年度に平島地区の一部（11ha）約 390 世帯が処理

区域に加わりました。この地区は全戸が民間の集合浄化槽を使用していたため、処理区域に

加わるとともにすべての世帯が水洗化人口として計上され、区域内人口及び水洗化人口が

大きく増加しました。今後も接続推進により水洗化率は向上し、令和 16年度には 88％に到

達すると見込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業集落排水事業は、事業計画のある全地区の整備が完了していることから、今後の処理

区域内人口の増加は見込んでいません。水洗化率については令和４年度末で 87.3％と類似

団体の 89.8％と比べて低位にありますが、今後は農業集落排水への接続の推進により、令

和 16年度には 91％に到達すると見込んでいます。 

農業集落排水事業でも、公共下水道事業と同様に水洗化人口は減少していくものと予測

していますが、農業集落排水の処理区域は山間部にあるため、減少幅は公共下水道区域より

も大きくなるものと考えられます。 
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R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

有収水量の推移見込

（公共下水道・特定環境保全公共下水道）

公共下水道 特別環境保全公共下水道

（千㎥）

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

有収水量の推移見込（農業集落排水）

農業集落排水

（千㎥）

(3)有収水量の予測 

 有収水量は、水洗化人口の増減に連動するものとしています。令和６年度に特定環境

保全公共下水道として平島地区の一部が処理区域に加わることで、有収水量は増加する

と見込まれます。その後、水洗化人口の減少と節水意識の高まりに伴い減少を続け、令和

16 年度には令和５年度と比べて 9.8％減少すると予測しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業集落排水事業の有収水量は公共下水道事業と同様に、水洗化人口の減少と節水意識

の高まりに伴い有収水量は減少を続けると見込まれます。山間部であるため、公共下水道事

業よりも減少は大きく、令和 16 年度には令和５年度と比べて 29.3％減少すると予測してい

ます。 
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R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

使用料収入の推移見込

（公共下水道・特定環境保全公共下水道）

公共下水道 特別環境保全公共下水道

（百万円）

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

使用料収入の推移見込（農業集落排水）

農業集落排水

（百万円）

(4)使用料収入の見通し 

 使用料収入は、前述(3)有収水量の見込値により推計しています。 

使用料改定を行わない場合、有収水量と同様に、令和６年度に平島地区の一部が処理区域

となることで増加した後、令和 16年度には７億２千万円を下回ると予測しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農業集落排水の使用料収入も公共下水道と同様、前述(3)有収水量の見込値により推計し

ています。使用料の改定を行わない場合、令和 16年度には使用料収入は１千２百万円を下

回ると予測しています。 
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(5)施設・管渠の見通し 
下水道整備の概成を進めながら、今後の人口減少社会を見据え、普及啓発活動を強化し、

下水道への接続や浄化槽の設置を促進し、水洗化率の向上を目指します。 

 

管渠の更新 

本市は昭和 40年から管渠整備を開始しており、その延長は令和６年度現在、幹線・枝線

を合せ 316 ㎞となります。更新対象は、鉄筋コンクリート製（ヒューム管・約２割）が中心

となりますが、耐用年数（50 年）に関わらず不具合が生じる箇所も現れているため、スト

ックマネジメント計画に基づき、更新費用を平準化しつつ老朽化対策を進めます。 

 

処理場施設の更新 

浄化センターは供用開始から 39 年が経過しており、老朽化が進んでいることから長寿命

化工事を実施しております。更新工事には多額の費用が必要となるためストックマネジメ

ント計画により、耐用年数の見直しによるコストの低減や更新事業費の平準化を図ること

で、効率的な維持修繕・改築を計画的に進めます。 

 

(6)組織の見通し 
本市の公共下水道事業については、使用料等の関連業務の一部を上水道課とあわせて委

託し効率化を図っています。また、浄化センターの運転管理の委託の実施による業務の合理

化を行っています。令和２年度からは地方公営企業法の適用を行い、組織のスリム化、効率

化を図っています。 

今後は、普及拡大とあわせて施設や管渠の改築更新が見込まれます。また、災害への緊急

対応など、業務量の増加に対応できる人材の確保と育成が課題となっており、安定した事業

運営に必要な適正人員について継続的に検討します。 
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第４章 経営の基本方針と取組 

4-1 基本理念の体系  

 本市下水道事業では、昭和 40 年の事業開始から現在に至るまで、社会情勢の変化に対応

しながら、事業対象地域の市民の暮らしや企業活動に欠くことのできないサービスを絶え

ず進めてきました。 

 このことから、将来にわたり人口減少が進んだ社会であっても、安全で安心な本事業を 

市民に提供することを使命と考え、「災害に強く、安全・安心で持続可能な下水道事業」を

基本理念とします。 

 

 

 

 

 

 

 この基本理念の実現に向け、現状の課題「経営環境の変化」、「社会環境の多様化」、「防災

体制の充実」を踏まえ、将来環境の変化に対しても、次世代に健全な下水道を提供するため

以下のとおり３つの基本目標を定めます。 

 

 区 分      課  題           基 本 目 標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

                                

災害に強く、安全・安心で持続可能な下水道事業 

経営環境 

の変化 

・使用水量の減少に伴う収益の減少 

・物価高騰等による経費の増加 

・施設の老朽化への対応 

Ⅰ 健全で持続可能な経営 

社会環境 

の多様化 

・環境負荷低減への配慮 

・市民理解度の向上 

Ⅱ 効果的な情報と安定した

サービスの提供 

防災体制 

の充実 

・巨大地震など大規模災害への 

総合的対策と対応 

Ⅲ 災害に強い強靭な下水道

システムの構築 
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4-2 施策の体系 

 

                            実 施 施 策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ 健全で持続可能な経営 

【方針１】 

財政体質の強化 

Ⅰ-１ 

接続率向上のため加入促進の継続及び使用料 

水準の適正化 

基本目標Ⅱ 効果的な情報と安定したサービスの提供 

【方針３】 

環境に配慮したサービス 

Ⅱ-１ 

下流域の水環境の保全及び省エネルギー機器 

への切り替え 

基本目標Ⅲ 災害に強い強靭な下水道システムの構築 

Ⅲ-１ 

災害対策マニュアルの充実 

【方針２】 

 施設・管渠の適正化 

Ⅰ-２ 

アクションプラン及びストックマネジメント

の実行による適正化 

【方針４】 

 情報提供の充実 

Ⅱ-２ 

効果的なＰＲ活動の展開 

【方針５】 

 総合的な災害対策の充実 

Ⅲ-２ 

災害時に必要な人材や資機材等の充実 
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基本目標Ⅰ  

 

 

 

方針１ 財政体質の強化              10 平等   11 都市 

実施施策 取 組 

Ⅰ-１ 

接続率向上のため加入

促進の継続及び 

使用料水準の適正化 

人口減少や節水意識による収益の減少など、将来の下水道事業を

取り巻く経営環境は大変厳しいものと予想され、中長期的な収益の

見通しが必要となります。 

 この状況に対応するには水洗化率の向上が重要課題となるため、  

まず初めに、区域内の未接続の方へ戸別訪問や啓発チラシの配布 

など、市民への広報・啓発活動を通して、下水道接続の必要性を  

理解いただき、誰もが衛生的な環境となるよう努めます。 

 その後、使用料水準について有識者等の意見を聴くなどし５年に

１回の頻度で使用料の改定の必要性に関する検証を行うこととしま

す。 

 

 

 

 

方針２ 施設・管渠の適正化          3 保健   6 衛生 

実施施策 取 組 

Ⅰ-２ 

アクションプラン及び

ストックマネジメント

の実行による適正化 

平成 28 年度に策定した今後 10 年程度で汚水処理の概成を目指す

アクションプランに基づき、地域の実情に応じた効率的かつ適正な

整備手法により管渠整備を進めています。また今後は老朽化により

更新が必要となる時期を迎えるためストックマネジメントに取り 

組み、計画的に更新しています。 

今後 10 年間における施設・管渠の更新需要の見通しを地方公営

企業法施行規則で定められた「法定耐用年数」で算定した上で、  

更新費用の抑制と平準化を図り、計画的に施設等の更新を行うこと

で、持続可能な下水道サービスの提供を実現します。 

  

健全で持続可能な経営 
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基本目標Ⅱ 安定したサービスの提供 

 

 

 

方針３ 環境に配慮したサービス          6衛生  7  

実施施策 取 組 

Ⅱ-１ 

下流域の水環境の保全

及び省エネルギー機器

への切り替え 

 公共下水道などの整備促進により、排水をきれいにして川へ 

流し、河川や下流域の水環境を保全します。 

省エネルギー対策として、現在、設備の更新時期に合わせ、高効

率の自家発電機を導入し、計画する受変電装置や脱水機も同様に、

省エネルギー化を促進して、ＣＯ２の削減に努めていきます。 

今後も設備更新に合わせ、環境に配慮した高効率設備を導入 

していきます。 

 

 

 

 

方針４ 情報提供の充実                4 教育    16 平和 

実施施策 取 組 

Ⅱ-２ 

効果的なＰＲ活動の 

展開 

下水道事業の仕組みや安全性などについて、小学生を対象に 

施設見学を行い、積極的な環境教育・環境学習に努めます。 

今後は、全ての市民の皆様に下水道事業の経営状況や重要性な

どについてわかりやすく伝えるため、広報やホームページを通じ

お知らせし、理解や満足度の向上に努めていきます。 

 

  

安定したサービスの提供 
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基本目標Ⅲ  

 

 

 

方針５ 総合的な災害対策の充実         11 都市   13 気象 

実施施策 取 組 

Ⅲ-１ 

災害対策マニュアルの

充実 

 本市では、被災時においても下水道が果たすべき公衆衛生の確保、

公共用水域の水質保全等の機能を速やかに確保するため下水道ＢＣ

Ｐを策定しております。これは、地震に対するものとなりますので、

今般の全国的に大雨による水害等を踏まえ、長期停電時における 

電源確保対策について検討事項を整理し、災害対策マニュアルの 

充実に努めます。 

 

 

 

方針６                          3 保健   6 衛生 

実施施策 取 組 

Ⅲ-２ 

災害時に必要な人材や

資機材等の充実 

 

公共下水道が使用できる指定避難所に設置が容易にできる組立式

のマンホールトイレを整備しました。また、災害時に備蓄すべき資

機材の必要数を算出し、不足しているものについて補充します。 

また、近隣の下水道事業体や関係団体との連携により、災害時に

おいても互いに技術職員の確保や資機材等の調達が可能な体制を 

構築します。なお、災害時には一時的に下水道が使用できなくなる

地域もあるため、家庭での非常用の簡易トイレの備蓄について  

ＰＲを強化するなど 市民の防災意識の向上を図ります。 

施設においては、老朽化対策として方針２で示したストックマネ

ジメントによる下水道管渠の更新を実施することが、災害対策につ

ながっています。 

 

  

災害に強い強靭な下水道システムの構築 
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第５章 投資・財政計画 

5-1 投資・財政計画の策定にあたって 

巻末資料（47ページ以降）を参照 

 

(1)投資計画 

目 標 

下水道事業の持続可能な経営の実現に向け、収支のバランスを見据えなが

ら未普及エリアの解消に向け必要となる整備を行います。 

また、老朽化が進む浄化センターや供用開始から長期間経過した管渠につ

いて、ストックマネジメント計画に基づき更新費用を平準化しながら施設更

新を進めます。 

 

公共下水道の建設改良費及び維持管理費については、持続可能な下水道事業の実現のた

め、投資の最適化に努めています。 

特定環境保全公共下水道事業の維持管理費は、公共下水道事業と同様の考え方で進めて

いきます。水洗化率を鑑み、現在の事業区域内において、最小限の投資で有収水量、水洗化

人口が増加するよう努めていきます。 

農業集落排水事業については、区域内の整備は完了しているため、今後は施設の維持管理

を計画的に進めていきます。 

 

(2)財政計画 

目 標 

安定した経営のため、本計画期間内において経費回収率を 90％以上とする

ことを目標とします。 

また、投資に必要な財源の確保にあたり、企業債については起債が元利償

還金の金額を超えないよう抑制し、長期的な経営の安定化に努めます。 

 

汚水処理に要する維持管理費については、一般会計からの基準外繰入金に頼ることなく

自主財源で賄えるよう、令和 12 年に料金改定を行い経費回収率の向上に努めます。この時、

過度の使用者負担とならないよう、まずは経費回収率 90％以上を達成することを目標とし

ます。 

 企業債については、毎年の借入額が元利償還金を超えないよう計画し、企業債の借入残高

の減少に努めます。 

 これら財政計画を実行、検証を行い、次期経営戦略では農業集落排水事業を除き、基準外

繰入金のさらなる削減を目標に、使用料改定の必要性をあらためて検討するものとします。 
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5-2 企業債 

 建設改良費の財源として企業債を見込んでいます。下水道施設は一度整備すると長期に

わたり使用していくものです。このため、世代間負担の公平を保ちつつ、将来世代への過度

の負担とならないよう効率的に企業債を発行していきます。また、新規の企業債借入額は原

則として償還額の範囲内とすることにより、企業債残高の削減に努めます。 

 

元利償還金・企業債残高 

本市の企業債元利償還金は、発行済み企業債の元利償還金が減少していくことに加えて、

本経営戦略期間中は建設改良費が抑制されるため、新たな企業債の発行額が限定されます。

このため、企業債元利償還金は減少していく見込みです。なお、農業集落排水事業について

は、企業債の新規発行は予定していません。 

企業債残高についても、新規発行の企業債を上回る企業債償還金を継続していく予定で

あるため、減少していく見込みです。 
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R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

基準外繰入金 119.5 112.9 131.3 125.9 111.6 59.4 46.7 47.1 59.9 81.9

基準内繰入金 1,076.0 1,098.2 1,088.8 1,069.0 1,075.9 1,090.6 1,112.9 1,124.4 1,095.8 1,074.2
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企業債残高 起債・元利償還金 

 

 

 

 

 

 

 

 
※企業債の新規発行は予定していない。 

 

5-3 一般会計繰入金 

 一般会計からの繰入金は総務省から通知される「地方公営企業繰出金について」に定める

基準に基づく繰入金（基準内繰入金）とそれ以外の基準に基づかない繰入金（基準外繰入金）

があります。 

現時点では、各事業ともに使用料収入だけでは施設の維持管理費を賄うことができず、一

般会計から赤字補填の基準外繰入金を受けている状況にあります。これを解消するために、

施設の更新、維持管理費などの見直しなどによる経費削減や、水洗化率の向上や適正な使用

料体系の設定により使用収入を増やすことで、基準外繰入を削減していくよう見直してい

きます。 

農業集落排水事業についても厳しい経営状況が続いています。山間部にあり、区域内人口

も少ないため、維持管理費に比べ使用料収入が低く、基準外繰入金の割合が大きくなってい

ます。維持管理費を使用料収入で賄おうとすると、料金が高くなり市民負担が大きくなるた

め、経費支出の見直しを行うことで、繰入金全体の削減を目指します。 
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一般会計繰入金は、使用料収入の増加

に伴って減少していきます。 

老朽化した施設・管渠の更新など、計画

的な事業運営を行っていくことで特定の

年度において繰入金額が多くなりすぎな

いように配慮します。 

また、基準外繰入金を抑制するため、適

正な使用料への改定を検討します。 

 

 

 

 

公共下水道と処理場が共通であり、事

業運営の考え方は公共下水道事業と同一

となります。 

施設・管渠の更新において、公共下水道

と同様に、繰入金が偏らないようにしま

す。 

 

 

 

 

 

 

新規整備は完了しているため、今後は

維持管理が主体となります。 

人口の減少に伴い使用料収入も減少し

ていくため、使用料を適正な水準に近づ

けることで収益を確保します。 

今後は繰入金が減少していく見込みで

すが、基準外繰入金の割合が高くなって

いきます。 
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5-4 使用料収入 

 汚水処理を行う事業について、人口３万人以上の下水道事業は、令和２年度までにその他

の汚水処理事業については令和５年度までに地方公営企業法を適用し公営企業会計へ移行

することが求められていました。 

本市では、令和２年度に下水道事業を公営企業会計へと移行し、効率的な運営を行ってき

ました。その一方で、使用料単価は総務省の示す 150 円/㎥（※）を下回り、経費回収率が類

似団体と比較して低い状態となっています。経費回収率で示すとおり、使用料収入だけでは

運営に必要な経費を賄うことが出来ておらず、更に近年は物価高騰や人件費の増加により、

一般会計から繰入金としての資金投入が常態化されており、経営状況の改善が急務となっ

ています。 

しかし、近年の物価高は市民生活に大きな影響を与え、賃上げも追い付いていないことか

ら、拙速な料金改定による使用料の値上げは市民への大きな負担となります。 

このため、家庭への影響を考慮し、現状の使用料体系を据え置きし、令和 12年度に再度、

社会情勢を踏まえたうえで、経費回収率 90％以上となることを目標に使用料体系の改定を

検討するものです。 

なお、公共下水道及び特定環境保全公共下水道は同一の処理場に接続されており、料金体

系も同一であるため、本試算においては、公共下水道事業及び特定環境保全公共下水道事業

を合算して試算を行います。 

農業集落排水事業については、使用料体系は公共下水道料金を準用しているため、令和 12

年度に公共下水道料金の改定が行われた場合には同時に改定されます。 

 

 

※平成 26 年８月の総務省通知、公営企業の経営に係る事業別留意事項、下水道事業の経営に

ついて、使用料 150 円/㎥（汚水処理に必要な費用分）が基準として示されています。 
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令和 12 年度における経費回収率が 90％となるよう使用料を改定する場合、令和 11 年度

に予測される使用料収入と比較して、11.8％増額となる改定が必要になります。この時、令

和 12年度に予測される汚水処理費約９億４千万円に対し、収入予測はおよそ８億５千万円

となります。 

 

  

（使用料の改定を行わなかった場合） 
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第６章 効率化・経営健全化の取組 

6-1 民間活用の状況 

下水道事業経営の健全化に向けて、民間委託の推進による人員配置の見直しなど、事務 

事業の効率化に向けた多様な手法の導入・検討を図っていきます。 

本市の下水道事業では、使用料徴収業務をはじめとした水道料金お客様センター業務を

上水道事業とあわせて委託し、業務の効率化を図っています。また、浄化センターや中継施

設の維持管理業務を民間委託しています。 

さらに、新たな民間委託方式である「ウォーターＰＰＰ」（※）について、令和９年度から

の導入に向けて事業を進めていきます。 

 

※「ウォーターＰＰＰ」とは、国が推奨する管理・更新一体マネジメントによる民間委託
の方式です。 

 

業 務 名 主な委託業務内容 現委託期間 

上下水道お客様センター 

業務委託 

使用料等関連業務 

（窓口・検針・調定・収納） 

令和５年４月１日から 

令和７年３月 31 日 

浄化センター 

維持管理業務委託 
浄化センター施設運転管理 

令和５年８月１日から 

令和８年３月 31 日 

藤枝中継センター 

維持管理業務 
中継センター施設運転管理 

令和４年４月１日から 

令和７年３月 31 日 

岡部中継センター 

維持管理業務 
中継センター施設運転管理 

令和６年４月１日から 

令和７年３月 31 日 
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6-2 資産活用の状況 

(1)消化ガス売却事業 

汚泥処理の過程で発生する消化ガスについて、有効的な利用方法を調査した結果、官民が

連携したＰＰＰ（Public Private Partnership）事業を活用し、固定価格買取制度（FIT）

によるガス発電事業に活用しています。 

メタンを主成分とする消化ガスを事業者に売却し、事業者が発電を行うことで再生可能

エネルギーを有効活用すると共に、本市はガスの売却及び土地貸し収益を得ることができ

ます。これに伴う設備投資と維持管理は事業者が行う民設民営となります。 

事業期間は平成 29 年度から令和 19 年度までの 20 年間とし、想定年間発電電力量は約

140 万ＫＷｈで、一般家庭の 390 世帯が使用する電力量に相当します。 

 

 

 

 

 

  

消化ガス売却事業収益 

年 度 金額（千円） 

令和元年度    21,449 

令和２年度    20,856 

令和３年度   22,215 

令和４年度   19,533 

令和５年度 20,357 
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(2)浄化センター屋根貸し事業 

平成 25 年度から令和 15年度までの 20年間の期間で、太陽光発電事業に係る屋根貸し事

業を行っており、年間収入はおよそ 143 万円となります。 

事業者は、浄化センター水処理棟の屋上に発電容量 572.57ｋＷのソーラーパネルを設置

し、年間発電量は約 60万ｋＷｈ、一般家庭 130 世帯分に相当する発電を行っています。竣

工当時、下水処理施設への太陽光発電施設の設置は、国土交通省中部地方整備局管内で初と

なります。 

今後、他の資産活用についても検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)ディスポーザ設置補助事業 

平成 30 年から公共下水道区域の一般家庭に限定し、台所の流し台の排水口に投入された

野菜くずなど生ごみを粉砕し、水と共に排水管に流す「ディスポーザ設備」の設置費用に 

対し補助を行っています。家庭内に生ごみを溜めないことから、悪臭や害虫を防止し衛生面

が向上します。生ごみの減量化とともに消化ガス売却事業にも好影響となります。 

 

 

 

 

 

 

 

6-3 広域化・共同化の実施状況 

静岡県では、令和４年度に静岡県下全域を４ブロックに分けて、生活排水処理広域化・共

同化計画を策定しています。しかし、本市の属する中部ブロックでは、地形的、地理的な理

由から市町をまたぐハード連携が困難となっているため、人材育成を中心としたソフト面

での共同化に関する協議を始めたところです。 

市内の下水道供用区域では、下水道事業の効率化を検討し、令和６年度に民間団地（平島）

を区域内に編入いたしました。 

水処理棟の屋上に設置されたソーラーパネル 
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第７章 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

7-1 経営戦略の進捗管理 

策定した経営戦略については、ＰＤＣＡサイクルにより、投資・財政計画の達成状況につ

いて毎年度進捗管理を行い、目標の達成状況に関する検証を行い、差が認められる場合には、

その原因調査と対策を図り、翌年度以降の経営や財源確保に関する取り組みに反映させて

いきます。 

社会情勢の大きな変化などにより、計画と大きな乖離が見られた場合には、次項に示す経

営戦略の見直しを待たずに、全体の見直しや再検討を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下水道事業 

計 画 

（ＰＬＡＮ） 

基本計画の見直し 

改 善 

（ACT） 

施策・事業の見直し 

検 証 

（CHECK） 

施策の進捗管理 

実 行 

（DO） 

実施施策の推進 

市民 

意見・ニーズ 

情報公開 
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7-2 経営戦略の見直し 

下水道事業経営戦略は、社会情勢の変化や使用料改定を踏まえて５年ごとに見直す方針

とし、次回は令和 11 年に改定します。また、投資・財政計画についても、令和 12 年度から

の新しい下水道使用料体系を反映した計画内容で作成する予定です。 

ただし、個々の具体事業の見直しが必要となった場合には、時期にとらわれず、適宜見直

しを実施していきます。 

 

経費回収率向上に向けたロードマップ 

取 組 内 容 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和 10 年 令和 11 年 令和 12 年 

公共下水道の 

整備・未普及対策 
   

 
      

ストックマネジメント 

計画 

 
    

 
  

 
 

下水道使用料等 

審議会 
   

 
  

 
 

 
 

経営戦略改定    
 

    
 

 

下水道使用料  
 

       
 

 

 

 

 

 

  

経費回収率９０％以上となる

料金改定について審議 

改定後（予定）の使用料 改定前（現行）の使用料 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://stampsensei.com/stamp/31223&psig=AOvVaw0kPtsUdWRy77BwdkmIlO0D&ust=1599555749771000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCIiZsN7X1usCFQAAAAAdAAAAABAP
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巻末資料 

次ページ以降に、各事業の投資・財政計画及び原価計算表を示します。 
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3

4
,3

5
0

4
,3

4
8

4
,3

4
5

4
,3

4
2

4
,3

4
0

4
,3

3
7

4
,3

3
4

(D
)

1
,9

6
9
,3

4
1

2
,1

1
5
,3

4
4

2
,1

1
9
,7

9
7

2
,1

5
3
,8

9
5

2
,1

5
9
,8

2
1

2
,1

8
2
,4

8
0

2
,2

3
1
,3

2
3

2
,2

7
4
,1

5
5

2
,3

2
2
,3

3
3

2
,3

5
7
,9

9
9

2
,3

2
4
,6

7
3

2
,3

1
7
,8

3
4

(E
)

1
0
7
,7

6
5

6
3
,0

1
2

2
9
,0

9
3

3
0
,7

7
8

1
3
,2

4
8

1
3
,8

2
7

1
4
,0

9
6

1
4
,1

2
7

1
4
,5

9
7

5
,2

3
1

2
1

(F
)

(G
)

(H
)

1
0
7
,7

6
5

6
3
,0

1
2

2
9
,0

9
3

3
0
,7

7
8

1
3
,2

4
8

1
3
,8

2
7

1
4
,0

9
6

1
4
,1

2
7

1
4
,5

9
7

5
,2

3
1

2
1

(I
)

(J
)

4
5
3
,8

7
5

2
3
5
,6

4
5

2
3
5
,0

6
9

2
3
3
,2

5
5

2
3
1
,4

6
2

2
2
9
,6

9
0

2
2
7
,9

3
5

2
2
6
,2

0
4

2
2
4
,4

8
4

2
2
2
,7

8
1

2
2
1
,1

0
0

2
1
9
,4

3
6

1
4
2
,3

7
7

1
4
6
,5

7
8

1
4
0
,1

4
6

1
3
8
,3

8
7

1
3
6
,6

4
7

1
3
4
,9

3
0

1
3
3
,2

3
1

1
3
1
,5

5
6

1
2
9
,8

9
6

1
2
8
,2

5
3

1
2
6
,6

3
3

1
2
5
,0

3
2

(K
)

1
,6

1
5
,4

7
0

1
,4

8
7
,0

3
8

1
,3

2
8
,5

7
2

1
,2

8
8
,6

2
0

1
,1

7
8
,4

3
4

1
,1

2
7
,0

8
5

1
,0

6
6
,0

5
7

9
7
9
,0

3
5

9
1
4
,5

3
3

8
4
3
,4

7
9

7
9
7
,2

4
3

7
6
5
,5

5
7

2
8
9
,0

8
9

2
4
7
,2

8
7

9
4
,9

2
2

9
4
,8

6
9

9
4
,8

1
4

9
4
,7

6
0

9
4
,7

0
3

9
4
,6

4
8

9
4
,5

8
9

9
4
,5

2
7

9
4
,4

6
7

9
4
,4

0
4

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

8
1
0
,4

1
8

8
0
1
,1

1
6

8
0
0
,1

5
5

7
9
0
,5

3
5

7
8
1
,0

2
9

7
7
1
,6

4
1

7
6
2
,3

5
5

7
5
3
,1

9
3

7
4
4
,1

1
5

7
3
5
,1

3
4

7
2
6
,2

7
6

7
1
7
,5

1
3

(N
)

(O
)

(P
)

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

本
年

度
（
令

和
７

年
度

）

営
業

収
益

令
和

８
年

度
令

和
１

３
年

度
令

和
１

４
年

度
令

和
１

５
年

度
令

和
１

６
年

度
令

和
９

年
度

令
和

１
０

年
度

令
和

１
１

年
度

令
和

１
２

年
度

長
期

前
受

金
戻

入

そ
の

他

収
入

計
そ

の
他

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

う
ち

未
収

金

収 益 的 収 入

材
料

費

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

流
動

負
債

支
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

収 益 的 収 支 当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

流
動

資
産

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

公
共

下
水

道
事

業
　

投
資

・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P
）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（

L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額
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様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
資

本
的

収
支

）
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

１
．

2
8
3
,2

0
0

5
5
8
,5

6
9

5
4
1
,2

4
8

6
1
4
,5

3
9

4
2
9
,3

4
6

4
8
6
,9

1
2

5
1
8
,2

8
6

5
3
9
,0

1
5

5
1
4
,4

0
9

2
5
5
,5

1
0

4
1
1
,5

5
1

4
6
3
,4

4
0

3
4
,0

0
0

2
5
0
,4

0
6

1
5
3
,4

1
0

1
0
4
,4

5
1

２
．

5
9
5
,1

4
2

3
0
8
,4

3
0

3
6
6
,2

4
5

3
4
6
,6

7
8

3
5
1
,9

5
4

2
9
9
,5

6
0

2
5
5
,1

2
9

1
8
4
,4

9
7

1
5
3
,3

7
7

1
3
5
,4

7
0

1
1
8
,4

9
4

1
0
3
,6

8
3

３
．

４
．

4
2
0

3
6
5

3
6
4

3
6
4

3
6
4

3
6
4

3
6
4

3
6
3

3
6
3

3
6
3

3
6
3

3
6
2

５
．

６
．

1
2
0
,8

5
0

1
6
5
,9

5
4

2
8
2
,4

1
7

4
7
7
,7

0
8

3
9
6
,1

3
5

5
5
8
,8

0
8

5
8
8
,2

1
2

6
0
5
,8

6
2

5
9
0
,6

5
2

2
1
4
,4

7
1

4
2
4
,6

2
4

4
4
2
,7

4
7

７
．

８
．

９
．

4
,6

2
5

2
,8

4
6

2
,5

8
9

2
,5

8
7

2
,5

8
6

2
,5

8
4

6
2
2

5
8
4

4
0
4

3
8
7

2
8
6

2
8
6

(A
)

1
,0

0
4
,2

3
7

1
,0

3
6
,1

6
3

1
,1

9
2
,8

6
3

1
,4

4
1
,8

7
6

1
,1

8
0
,3

8
5

1
,3

4
8
,2

2
9

1
,3

6
2
,6

1
3

1
,3

3
0
,3

2
1

1
,2

5
9
,2

0
5

6
0
6
,2

0
0

9
5
5
,3

1
8

1
,0

1
0
,5

1
8

(B
)

(C
)

1
,0

0
4
,2

3
7

1
,0

3
6
,1

6
3

1
,1

9
2
,8

6
3

1
,4

4
1
,8

7
6

1
,1

8
0
,3

8
5

1
,3

4
8
,2

2
9

1
,3

6
2
,6

1
3

1
,3

3
0
,3

2
1

1
,2

5
9
,2

0
5

6
0
6
,2

0
0

9
5
5
,3

1
8

1
,0

1
0
,5

1
8

１
．

4
1
3
,7

4
7

5
3
1
,5

4
3

7
3
7
,9

6
2

1
,0

9
4
,7

1
9

9
5
6
,8

4
8

1
,2

3
2
,2

0
8

1
,2

8
5
,6

8
4

1
,3

1
9
,9

4
2

1
,2

9
7
,0

6
8

6
1
8
,5

3
8

1
,0

0
4
,8

2
8

1
,1

1
2
,6

6
8

2
1
,4

8
1

3
2
,6

0
6

3
3
,4

9
7

3
4
,2

1
5

3
4
,9

4
8

3
5
,6

9
6

3
6
,4

5
9

3
7
,2

4
0

3
8
,0

3
6

3
8
,8

4
8

3
9
,6

7
9

4
0
,5

2
5

２
．

1
,4

3
3
,3

1
8

1
,3

1
2
,7

9
3

1
,2

3
3
,6

5
0

1
,1

9
3
,7

5
1

1
,0

8
3
,6

2
0

1
,0

3
2
,3

2
5

9
7
1
,3

5
4

8
8
4
,3

8
7

8
1
9
,9

4
4

7
4
8
,9

5
2

7
0
2
,7

7
7

6
7
1
,1

5
2

３
．

４
．

５
．

4
8
1

6
0
9

2
,9

4
0

3
,0

0
2

5
0
5

6
7
7

3
,2

6
8

3
,4

0
9

4
,0

4
4

7
5
2

(D
)

1
,8

4
7
,5

4
6

1
,8

4
4
,9

4
5

1
,9

7
4
,5

5
2

2
,2

9
1
,4

7
3

2
,0

4
0
,4

6
7

2
,2

6
5
,0

3
8

2
,2

5
7
,7

1
5

2
,2

0
7
,5

9
7

2
,1

1
7
,0

1
2

1
,3

7
0
,8

9
9

1
,7

1
1
,6

4
9

1
,7

8
4
,5

7
3

(E
)

8
4
3
,3

0
9

8
0
8
,7

8
3

7
8
1
,6

8
9

8
4
9
,5

9
6

8
6
0
,0

8
2

9
1
6
,8

1
0

8
9
5
,1

0
2

8
7
7
,2

7
6

8
5
7
,8

0
7

7
6
4
,6

9
9

7
5
6
,3

3
1

7
7
4
,0

5
4

１
．

7
6
7
,2

4
7

7
7
4
,4

9
0

7
4
3
,5

9
0

7
9
6
,8

8
3

8
1
2
,5

5
4

8
4
5
,1

8
4

8
3
5
,0

9
9

8
1
5
,8

3
1

7
9
7
,1

1
5

7
3
1
,5

6
6

7
0
7
,2

5
1

7
1
6
,8

9
6

２
．

1
3
,9

2
1

３
．

４
．

7
6
,0

6
2

3
4
,2

9
2

3
8
,0

9
9

5
2
,7

1
3

4
7
,5

2
9

5
7
,7

0
5

6
0
,0

0
3

6
1
,4

4
5

6
0
,6

9
2

3
3
,1

3
3

4
9
,0

8
0

5
7
,1

5
9

(F
)

8
4
3
,3

0
9

8
0
8
,7

8
3

7
8
1
,6

8
9

8
4
9
,5

9
6

8
6
0
,0

8
2

9
1
6
,8

1
0

8
9
5
,1

0
2

8
7
7
,2

7
6

8
5
7
,8

0
7

7
6
4
,6

9
9

7
5
6
,3

3
1

7
7
4
,0

5
4

(G
)

(H
)

1
1
,7

2
8
,2

5
4

1
1
,5

5
4
,0

2
3

1
0
,8

5
4
,3

9
6

1
0
,2

6
9
,0

7
0

9
,6

0
8
,9

0
1

9
,0

5
7
,9

7
1

8
,5

9
9
,5

0
9

8
,2

4
9
,1

0
3

7
,9

3
8
,3

9
1

7
,4

3
9
,7

9
7

7
,1

4
3
,8

1
8

6
,9

3
1
,3

8
9

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

6
4
9
,0

5
2

7
3
0
,7

2
6

7
0
5
,0

1
2

7
3
8
,6

6
7

7
4
1
,8

0
1

7
6
9
,1

9
5

8
0
6
,7

0
7

8
4
1
,3

2
4

8
8
1
,3

4
0

9
0
9
,9

9
3

9
1
5
,1

6
8

9
3
0
,5

3
1

5
5
0
,2

4
0

7
3
0
,7

2
6

7
0
5
,0

1
2

7
3
8
,6

6
7

7
4
1
,8

0
1

7
6
9
,1

9
5

8
0
6
,7

0
7

8
4
1
,3

2
4

8
8
1
,3

4
0

9
0
9
,9

9
3

8
9
9
,4

2
0

8
9
3
,2

3
4

9
8
,8

1
2

1
5
,7

4
8

3
7
,2

9
7

5
9
5
,5

6
2

3
0
8
,7

9
5

3
6
6
,6

1
0

3
4
7
,0

4
2

3
5
2
,3

1
8

2
9
9
,9

2
3

2
5
5
,4

9
3

1
8
4
,8

6
0

1
5
3
,7

4
0

1
3
5
,8

3
3

1
1
8
,8

5
6

1
0
4
,0

4
5

3
1
1
,0

0
4

3
0
8
,7

9
5

2
8
9
,9

0
5

2
7
8
,0

4
7

2
6
6
,1

2
4

2
2
0
,4

7
8

1
9
1
,4

0
0

1
7
2
,4

3
1

1
5
3
,7

4
0

1
3
5
,8

3
3

1
1
8
,8

5
6

1
0
4
,0

4
5

2
8
4
,5

5
8

7
6
,7

0
5

6
8
,9

9
5

8
6
,1

9
5

7
9
,4

4
5

6
4
,0

9
2

1
2
,4

2
9

1
,2

4
4
,6

1
4

1
,0

3
9
,5

2
1

1
,0

7
1
,6

2
2

1
,0

8
5
,7

0
9

1
,0

9
4
,1

1
9

1
,0

6
9
,1

1
9

1
,0

6
2
,2

0
0

1
,0

2
6
,1

8
4

1
,0

3
5
,0

8
0

1
,0

4
5
,8

2
6

1
,0

3
4
,0

2
5

1
,0

3
4
,5

7
6

令
和

１
３

年
度

令
和

１
４

年
度

令
和

１
５

年
度

他
会

計
負

担
金

令
和

１
６

年
度

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

本
年

度
（
令

和
７

年
度

）
令

和
８

年
度

令
和

９
年

度
令

和
１

０
年

度
令

和
１

１
年

度
令

和
１

２
年

度

資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

計

そ
の

他

う
ち

基
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供用開始年月日 昭 和 40 年 9 月 1 日

処理区域内人口 59,459人

計算期間 自7 年4 月 至 12 年 3 月

（　5年間　）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

773,126 745,464 745,464

0

37,292 35,679 35,679

810,418 781,143 0 781,143

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

5,406 8,314 8,314

諸 手 当 3,833 6,213 6,213

福 利 費 1,752 2,947 2,947

10,572 9,900 9,900

88 118 118

0

463 5,094 5,094

9,175 6,364 6,364

31,289 38,950 0 38,950

給 料 0

諸 手 当 0

福 利 費 0

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0

給 料 2,712 3,203 3,203

諸 手 当 1,407 2,009 2,009

福 利 費 789 1,182 1,182

0

27,630 42,504 42,504

29 54 54

0

310,586 398,923 398,923

8,953 4,553 4,553

352,106 452,428 0 452,428

給 料 30,968 37,249 13,187 24,062

諸 手 当 17,170 23,421 5,925 17,496

福 利 費 9,708 14,199 14,199

0

2,280 3,087 3,087

34,936 46,606 987 45,619

95,062 124,563 20,099 104,464

一
 

般

 
管
 

理
 

費

薬 品 費

小 計

流域下水道管理運営費負担金

委 託 料

小 計

処
理
場
費

そ の 他

委 託 料

人
件
費

動 力 費

人
件
費

小 計

人
件
費

そ の 他

委 託 料

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

管
渠
費

人
件
費

給 料

そ の 他

修 繕 費

材 料 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

金　　　　　　　　額

金　　　　　　　　額

公共下水道

収　入　の　部

支　　出　　の　　部

項 目

受 託 工 事 収 益

そ の 他

合 計

原価計算表

項 目

使 用 料 (X)
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109,287 82,116 66,269 15,847

1,381,596 1,471,960 1,145,513 326,447

0

1,490,883 1,554,076 1,211,782 342,294

1,969,340 2,170,017 1,231,881 938,136

938,136

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 0.79

＜使用料水準についての説明＞

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは、当分の間、その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合に、使
用者負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、適正かつ
効率的、効果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「下水道使用料算定の基本的
考え方（2016年度版）」（公益社団法人日本下水道協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反
映すべき費用を記載すること。

　現在の使用料水準では維持管理費を賄えていないことから、本経営計画における収益的収支に係る基準外繰入金を縮減させるため、令和12
年度に経費回収率90％以上となるよう使用料改定を予定しています。

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

企 業 債 取 扱 諸 費

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費
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供用開始年月日 平 成 9 年 11 月 6 日

処理区域内人口 2,132人

計算期間 自7 年4 月 至 12 年 3 月

（　5年間　）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

19,181 32,904 32,904

0

1,575 1,575

19,181 34,479 0 34,479

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

3,095 2,152 2,152

諸 手 当 1,461 1,332 1,332

福 利 費 963 878 878

0

0

0

0

0

5,519 4,362 0 4,362

給 料 0

諸 手 当 0

福 利 費 0

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0

給 料 0

諸 手 当 0

福 利 費 0

0

685 2,113 2,113

1 3 3

0

7,706 17,614 17,614

222 201 201

8,614 19,931 0 19,931

給 料 0

諸 手 当 0

福 利 費 0

0

56 136 136

1,010 2,058 44 2,014

1,066 2,194 44 2,150

一

 
般

 

管

 

理

 

費

薬 品 費

小 計

流域下水道管理運営費負担金

委 託 料

小 計

処
理
場
費

そ の 他

委 託 料

人
件
費

動 力 費

人
件
費

小 計

人
件
費

そ の 他

委 託 料

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

管
渠
費

人
件
費

給 料

そ の 他

修 繕 費

材 料 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

金　　　　　　　　額

金　　　　　　　　額

特別環境保全公共下水道

収　入　の　部

支　　出　　の　　部

項 目

受 託 工 事 収 益

そ の 他

合 計

原価計算表

項 目

使 用 料 (X)
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8,468 3,622 2,926 696

93,034 65,158 50,578 14,580

0

101,502 68,780 53,504 15,276

116,701 95,267 53,548 41,719

41,719

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 0.79

＜使用料水準についての説明＞

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは、当分の間、その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合に、使
用者負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、適正かつ
効率的、効果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「下水道使用料算定の基本的
考え方（2016年度版）」（公益社団法人日本下水道協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反
映すべき費用を記載すること。

　現在の使用料水準では維持管理費を賄えていないことから、本経営計画における収益的収支に係る基準外繰入金を縮減させるため、令和12
年度に経費回収率90％以上となるよう使用料改定を予定しています。

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

企 業 債 取 扱 諸 費

資
本
費

支 払 利 息

減 価 償 却 費
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年

度
令

和
１

１
年

度
令

和
１

２
年

度
令

和
１

３
年
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令

和
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年
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令

和
８

年
度

本
年

度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

令
和

１
５

年
度

資 本 的 収 支 補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  

  
 　

　
  

  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金
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他

計

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
へ

の
支

出
金

資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

計

そ
の

他

令
和

１
３

年
度

令
和

１
４

年
度

令
和

１
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年
度

他
会

計
負

担
金

令
和

１
６

年
度

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

本
年

度
（
令

和
７

年
度

）
令

和
８

年
度
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和

９
年

度
令

和
１

０
年

度
令

和
１

１
年

度
令

和
１

２
年

度
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供用開始年月日 平 成 3 年 10 月 1 日

処理区域内人口 1,869人

計算期間 自7 年4 月 至 12 年 3 月

（　5年間　）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

16,936 15,714 15,714

0

450 1 1

17,386 15,715 0 15,715

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

使用料対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0

諸 手 当 0

福 利 費 0

1,862 4,159 4,159

0

0

0

0

1,862 4,159 0 4,159

給 料 0

諸 手 当 0

福 利 費 0

498 797 797

0

0

0

0

0

498 797 0 797

給 料 4,716 5,127 5,127

諸 手 当 2,555 3,074 3,074

福 利 費 1,510 1,946 1,946

4,321 7,172 7,172

1,838 1,364 1,364

0 0

0

6,859 7,375 7,375

3,623 5,289 5,289

25,422 31,347 0 31,347

給 料 0

諸 手 当 0

福 利 費 0

0

0

1,832 2,085 181 1,904

1,832 2,085 181 1,904

金　　　　　　　　額

金　　　　　　　　額

農業集落排水事業

収　入　の　部

支　　出　　の　　部

項 目

受 託 工 事 収 益

そ の 他

合 計

原価計算表

項 目

使 用 料 (X)

路 面 復 旧 費

委 託 料

そ の 他

小 計

ポ
ン
プ
場
費

管
渠
費

人
件
費

給 料

そ の 他

修 繕 費

材 料 費

修 繕 費

材 料 費

薬 品 費

そ の 他

委 託 料

人
件
費

動 力 費

人
件
費

小 計

人
件
費

そ の 他

委 託 料

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

一

 
般

 

管

 

理

 

費

薬 品 費

小 計

流域下水道管理運営費負担金

委 託 料

小 計

処
理
場
費
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10,920 7,352 7,352 0

78,496 75,366 75,366 0

0

89,416 82,718 82,718 0

119,030 121,107 82,899 38,207

0

38,207

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 0.41

＜使用料水準についての説明＞

減 価 償 却 費

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは、当分の間、その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合に、使
用者負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、適正かつ
効率的、効果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「下水道使用料算定の基本的
考え方（2016年度版）」（公益社団法人日本下水道協会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反
映すべき費用を記載すること。

　現在の使用料水準では維持管理費を賄えていないため、令和12年度に予定している料金改定により適切な水準に近づけることで収益を確保
します。
　しかし、農業集落排水事業の各処理区域はそれぞれ山間地にあるため、今後の人口減少が著しく、料金改定後も維持管理費を使用料収入で
賄うことは困難と見込まれます。

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

使 用 料 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

企 業 債 取 扱 諸 費

資
本
費

支 払 利 息 

  



 

 

藤枝市下水道事業経営戦略 

（令和 3年度～令和 12年度） 

 
令和 7年 3月改定 

 
藤枝市環境水道部下水道課 

 


